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近 年 、 情 報化 社 会 あ る い は 情 報 化 時 代 と い う

こ とが盛 ん に い わ れ る。 そ れ は マ ス メデ ィア の

発達 に よ る情 報 量 の 増 加 と コ ン ピ ュー ター を 中

心 とす る情 報処 理 技 術 の 飛 躍 的 発 展 に よ っ て も

た らさ れ た とい え るで あ ろ う。 マ ス メデ ィア と

して は 、 新 聞 、雑 誌 な ど の 印刷 メデ ィア と ラ ジ

ォ 、 テ レ ビ な どの電 波 メ デ ィア が あ げ られ るが 、

近 年 は特 に 電 波 メデ ィ ア の進 出 が 著:しく大 き く

な り、 書 物 ば なれ が 懸 念 さ れ て い る。 こ の傾 向

は 教 育 、 研 究 の 分 野 、 と りわ け 教 育 の分 野 で は

新 し い 視聴 覚 教 育 と し て 注 目 され て お り、 各種

の 教 育 用 ビデ オが 活 用 され る よ うに な っ て き た。

確 か に従 来 の 黒 板 あ る い は ス ラ イ ドに よ る講 義

に くらべ て 、 ビデ オ で は ア ニ メー シ ョン な ど も

取 り入 れ られ て 、若 者の 漫 画 あ る いは 劇 画 志 向

と も一 致 して い る。 さ らに 最 近 の 子 供 達 の フ ァ

ミコ ン ゲ ー ム へ の 過 熱 ぷ りは こ の 傾 向 に 一 屑 の

拍 唯 をか け て い る もの と思 わ れ る 。 静 か に じ っ

く りと考 え る よ り も 目前 の 出 来 甑に 敏 速 に対 応

して い くの であ る。 先 日 も 、 日 ・米 の 教 育 に つ

い て の 相 互 実 態 調 査 結 果 が 発表 され た が 、初 等 、

中 等 教 育 は と もか く、 高 等 教 育 、特 に 大 学 教 育

で の 日本 の 評 価 の 低 さ は 、 異 論 な きに し もあ ら

ず で は あ る が 、 真 剣 に 反 省 し て み る必 要 が あ る。

こ れ を大 学 入 試 を頂 点 とす る 入 試 競 争 の 弊 害 と

す るの は 容 易 で あ るが 、 そ の 根 は も っ と深 い の

で は な い か 。 社 会 風 潮 と して 手 段 と 目的 が 混 同

され て 、本 来 手段 に 過 ぎな い もの が 、 目的 と化

して い る こ とは 大 変 残 念 な こ とで あ る。

情報化社会では、必要な情報 も不必要な、時

には有害 と思われる情報でさえも、われわれの

身近に浴れて くる。いわば情報の洪水の中にあ

って、それに溺れることな く、目的の彼岸に到

着す るためには、必要な、有用な情報を活用す

る能力が身についていなければならない。大学

は実利のみ を追求するところでもなければ、ま

して生活の知恵を授けるところでもない。大学

での勉学の問に自然 とそのような能力が培われ

ることが望まれ る。そしてそれを達成するもの

は、自らの学習意欲である。学問 とは決 して既

成の知識の集積ではなく、そこにある真理の探

究こそがその真随である。それはまた、厳 しい

茨の道で もあるであろう。茨の道の道標 とも、

また行人の杖 ともなるものが知識であり、技術

であり、そして情報であると考えることができ

る。

大学が知的生産の場 として、そこに教育、研

究の創造的成果を期待す るためには、大学図書

館の果す役割はまことに大きいものがある。単

に知的情報の整理 、集積の場 であるばか りでは

なく、学生を含めて広 く大学 人の学習意欲に応

えるものであってほ しいと思 う。

今 日の多様な価値感が盗れる情報化社会にあ

って、もとより大学は単に知識のデポジットで

はない。そこには多様で創造的な人材が育成さ

れる風土がなければならない。
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